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（上）日本人の心の故郷・文化の源である富士山は2013年６
月22日、UNESCOの世界文化遺産に登録されました

（下）　定時総会後の基調講演では、元RKB毎日放送アナ
ウンサーの林田スマ氏が“言葉”の大切さを説きました
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オールライナーニュース第31号  平成25年７月25日発行　  （2）

第
19
回
定
時
総
会

１
．開
催
日
時  
平
成
25
年
６
月
20
日
㈭

 

15
：
00
～
16
：
00

２
．開
催
場
所  

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
２
―
14
―
１　

ハ

イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
福
岡

３
．総
会
次
第

第

19

回

定

時

総

会

開

催

⑴
開
会
宣
言

⑵
会
長
挨
拶

⑶
議
長
就
任

⑷
定
時
総
会
成
立
報
告

⑸
議
事
録
署
名
者
選
任

⑹
議
案
審
議

第
１
号
議
案　

平
成
24
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案　

 

平
成
24
年
度
収
支
決
算

お
よ
び
監
査
報
告

第
３
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
計
画

（案）

第
４
号
議
案　

平
成
25
年
度
収
支
予
算

（案）

第
５
号
議
案　

会
則
改
訂

⑺
閉
会
宣
言

◆

　

今
回
、
定
時
総
会
が
開
会
さ
れ
た
福

岡
市
は
、
人
口
１
５
０
万
人
を
擁
す

る
、
九
州
地
方
最
大
規
模
の
都
市
で

す
。

　

こ
の
福
岡
の
海
の
玄
関
口
・
博
多
湾

は
古
代
か
ら
大
宰
府
の
外
港
と
し
て
発

展
し
、
中
国
大
陸
方
面
と
の
貿
易
・
交

流
や
軍
事
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
鎌
倉
時
代
に

は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
よ
る
「
元
寇
」
の

主
戦
場
と
な
り
、
戦
国
時
代
末
期
頃
に

は
貿
易
に
よ
る
利
益
に
注
目
し
た
九
州

中
国
地
方
の
諸
大
名
に
よ
る
侵
略
と
支

配
を
受
け
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
入

る
と
、
那
珂
川
対
岸
に
黒
田
氏
が
「
福

岡
」
の
元
と
な
る
福
岡
城
と
そ
の
城
下

町
を
整
備
し
、
「
城
下
町
・
福
岡
」
と

「
商
人
の
街
・
博
多
」
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。
黒
田
藩
は
博
多
の
町
人
自
治
を

認
め
た
た
め
、
豊
か
で
気
品
に
満
ち
た

町
人
文
化
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
、
数
多
く
の
百
貨
店
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ル
等
の
商
業
施
設
が
集
積
す

る
天
神
地
区
と
、
新
幹
線
の
駅
や
空
港

が
近
く
オ
フ
ィ
ス
街
と
し
て
も
発
展
し

て
い
る
博
多
地
区
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
江
戸
期
に
那
珂
川
の
中

洲
に
形
成
さ
れ
た
歓
楽
街
は

「
中
洲
」
と
し
て
全
国
的
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
福
岡
市
で
開
催

さ
れ
た
第
19
回
定
時
総
会
は
、

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

福
岡
を
会
場
に
、
九
州
支
部
の

ご
協
力
の
も
と
に
運
営
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
も
多
く
の
方
が
ご

出
席
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
ま
し
て
、
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

議
案
審
議
は
、
す
べ
て
の
議

案
が
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た

役 員 名 簿

協会役職 会社名および所在地・連絡先 氏　名

会　長
株式会社環境開発公社
〒733-0035 広島市西区南観音6－12－21
TEL 082-232-7106　FAX 082-232-7616

小　林　友　則

副会長
広報委員長

宇都宮文化センター株式会社
〒321-0102 栃木県宇都宮市江曽島町2070
TEL 028-633-6171　FAX 028-632-8415

神　山　正　巳

副会長
東北･北海
道支部長

豊興産株式会社
〒010-1637 秋田市新屋扇町12－49
TEL 018-828-4611　FAX 018-828-3373

石　黒　　　望

理　事
関東支部長
総務委員長

管清工業株式会社
〒158-0098 東京都世田谷区上用賀1－7－3
TEL 03-3709-5151　FAX 03-3709-4338

篠　原　廣　明

理　事
中部支部長

日立メンテナンス株式会社
〒440-0095 愛知県豊橋市清須町字兵庫85－１
TEL 0532-32-1523　FAX 0532-32-5359

久保田　敏　嗣

理　事
関西支部長

株式会社ケンセイ
〒533-0033 大阪市東淀川区東中島1－18－22
TEL 06-6323-6781　FAX 06-6320-3594

坂　田　正　祐

理　事
中国･四国

支部長

丸伸企業株式会社
〒731-0223 広島県安佐北区可部南5－1－30－10
TEL 082-815-3334　FAX 082-814-3649

奥　野　久　夫

理　事
九州支部長

環境開発興業株式会社
〒807-0815 北九州市八幡西区本城東3－1－23
TEL 093-602-2500　FAX 093-601-0633

笠　置　政　治

理　事
青年部部長

東海下水道整備株式会社
〒430-0814 浜松市南区恩地町559－19
TEL 053-426-0111　FAX 053-426-0211

松　本　正　一

常任理事
管清工業株式会社
〒158-0098 東京都世田谷区上用賀1－7－3
TEL 03-3709-5151　FAX 03-3709-4338

佐　藤　　　清

常任理事
技術委員長

アクアインテック株式会社　
〒439-0022 静岡県菊川市東横地3311－1
TEL 0537-35-0312　FAX 0537-35-0313

内　藤　正　治

会計監事
株式会社コイデ
〒371-0804 群馬県前橋市六供町776－1
TEL 027-212-7100　FAX 027-212-7101

伊　藤　　　敦

会計監事
東海下水道整備株式会社
〒430-0814 浜松市南区恩地町559－19
TEL 053-426-0111　FAX 053-426-0211

袴　田　敏　秋

名誉顧問
管清工業株式会社
〒158-0098 東京都世田谷区上用賀1－7－3
TEL 03-3709-5151　FAX 03-3709-4338

長谷川　　　清

顧問
環境開発興業株式会社
〒807-0815 北九州市八幡西区本城東3－1－23
TEL 093-602-2500　FAX 093-601-0633

永　野　刀　男

任期：平成25年６月から平成26年６月
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会
員
の
皆
様
、
暑
い
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
は
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
の

活
動
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
日
６
月
20
日
に
は
、
第

19
回
定
時
総
会
が
滞
り
な
く
全
て
の

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ

と
、
誠
に
あ
り
が
た
く
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

再
認
識
さ
れ
る
維
持
管
理
の
必
要
性

　

さ
て
、
昨
年
12
月
に
発
生
し
た
中

央
自
動
車
道
・
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
事

故
等
で
、
設
備
の
老
朽
化
に
対
す
る

維
持
管
理
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
迅

速
な
対
応
が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
や
地
方
自
治
体
も
、
地
震
時
に
お

け
る
下
水
道
機
能
の
確
保
を
実
現
す

る
こ
と
や
、
管
路
ス
ト
ッ
ク
の
機
能

強
化
、
予
防
保
全
的
な
改
築
な
ど
の

必
要
性
を
十
分
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
管
更
生
工
法
は
、
こ
れ
に
対
応

す
る
不
可
欠
な
技
術
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

発
注
増
が
見
込
ま
れ
る
中

い
か
に
施
工
距
離
を
伸
ば
す
か

　

昨
年
度
は
管
路
更
生
事
業
全
体
と

し
て
４
５
６
㎞
の
施
工
距
離
で
し

た
。
一
昨
年
に
比
較
す
る
と
10
％
ほ

ど
伸
び
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
は
東
京
都
を
中
心
に
幹
線

で
の
大
口
径
の
発
注
量
が
増
え
た
た

め
で
あ
り
、
反
転
・
形
成
工
法
は
ほ

ぼ
横
ば
い
と
い
う
厳
し
い
年
と
な
り

ま
し
た
。
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
工
法
の

施
工
距
離
も
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ

54
㎞
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景

気
が
良
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
実
感
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

主
要
都
市
の
発
注
予
定
な
ど
か
ら
、

今
年
は
か
な
り
の
発
注
量
が
見
込
ま

れ
る
と
の
期
待
感
も
あ
り
ま
す
。
今

後
、
ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま
る
と
予

想
さ
れ
る
中
、
い
か
に
施
工
距
離
を

伸
ば
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

技
能
向
上
、
青
年
部
軸
に
進
め
る

　

更
生
工
法
と
一
口
に
言
っ
て
も
、

材
料
や
施
工
方
法
な
ど
は
多
種
多
様

で
す
。
更
生
管
は
、
現
場
で
製
品
を

加
工
し
て
構
造
物
と
す
る
現
地
製
作

物
で
あ
り
、
品
質
確
保
に
お
い
て

は
、
材
料
と
施
工
技
術
が
現
地
条
件

に
適
合
し
、
適
切
に
施
工
さ
れ
る
こ

と
が
も
っ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
先
般
の
定
時
総
会
で
可

決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
の
中
に
も
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
青
年
部
を
支
部
と

同
格
に
し
、
今
後
さ
ら
に
青
年
部
の

活
動
を
積
極
化
さ
せ
、
施
工
技
術
の

会

長

挨

拶

技
術
力
の
向
上
を
目
指
そ
う

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会　

会
長　

小
林　

友
則

向
上
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
青
年
部
を
中
心
に
成

功
例
・
失
敗
例
等
の
意
見
交
換
会
や

各
種
デ
モ
施
工
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
施
工
会
員
の
皆
様
に
は

青
年
部
に
入
会
し
、
積
極
的
な
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

技
術
開
発
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
姿
勢

　

協
会
で
は
、
地
盤
へ
の
追
従
性
確

認
の
た
め
の
管
体
引
張
・
曲
げ
試

験
装
置
を
開
発
し
、
今
年
３
月
に

「
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
工
法
」
に
つ

い
て
、
（
公
財
）
日
本
下
水
道
新
技

術
機
構
の
建
設
技
術
審
査
証
明
を
更

新
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
農
業
用
水
路
用
の
材
料

の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
施
工

集
団
に
な
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
。

施
工
距
離
８
０
０
㎞
超

信
頼
性
・
受
注
獲
得
に
さ
ら
に
邁
進

　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
は
、
会
員

数
２
１
5
社
、
累
計
施
工
距
離
は

８
０
０
㎞
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
会
員
各
位
の
ご
努
力
の

賜
物
で
あ
り
、
関
係
諸
団
体
の
高
い

評
価
を
勝
ち
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
市
場
拡
大
に

備
え
て
安
全
・
品
質
・
コ
ス
ト
を
視

野
に
入
れ
、
各
種
研
修
会
や
勉
強
会

を
通
じ
て
、
技
術
力
の
向
上
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
地
球
に
優
し
く
・
環
境
を
汚
染

せ
ず
・
施
工
会
社
の
誰
に
で
も
簡
単

に
施
工
で
き
・
事
業
と
し
て
魅
力
あ

る
工
法
」
を
旗
印
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
管
路
更
生
事
業
の
信
頼
性

が
高
ま
れ
ば
、
発
注
量
の
増
加
は
大

い
に
期
待
で
き
、
会
員
の
皆
様
の
活

躍
の
場
は
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
そ
の
受
け
皿
と
し
て
、

体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
全
支
部
に
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
オ
ー
ル
ラ

イ
ナ
ー
協
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と

会
員
各
社
の
さ
ら
な
る
ご
隆
盛
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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支
部

名
支

　
　

部
　

　
名

副
　

支
　

部
　

長
会

　
計

　
監

　
事

幹
　

　
　

事

東
北

・
北

海
道

豊
興

産
㈱

 
社

長
  石

黒
  　

 望
協

業
組

合
ケ

ン
ナ

ン
 

理
事

  大
久

保
芳

昭
㈱

伊
藤

組
 

  及
川

　
義

久
豊

産
管

理
㈱

、
㈱

東
部

清
掃

、
環

清
工

業
㈱

関
　

東
管

清
工

業
㈱

 
取

締
役

  篠
原

　
廣

明
新

潟
特

殊
企

業
㈱

 
常

務
  稲

井
　

誠
司

隅
田

川
工

業
㈱

 
常

務
  亀

島
　

邦
一

㈱
協

同
清

美

中
　

部
日

立
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
㈱

 
社

長
  久

保
田

敏
嗣

ト
ー

エ
イ

㈱
 

社
長

  今
津

　
　

昭
管

清
工

業
㈱

名
古

屋
支

店
 

支
店

長
  鈴

木
　

英
一

㈱
朝

日
管

清
興

業
、

サ
ン

デ
ッ

ク
㈱

、
㈲

東
海

維
持

管
理

興
業

、
東

海
下

水
道

整
備

㈱
、

㈱
東

邦
工

務
店

、
山

城
土

木
㈱

関
　

西
㈱

ケ
ン

セ
イ

 
専

務
  坂

田
　

正
祐

石
坂

建
設

㈱
 

社
長

  石
坂

　
秀

幸
㈱

交
野

興
業

 
社

長
  浅

田
　

一
宏

管
清

工
業

㈱
大

阪
支

店
、

日
本

土
建

工
業

㈱
、

㈱
西

山
組

、
的

場
商

事
㈱

中
国

・
四

国
丸

伸
企

業
㈱

 
会

長
  奥

野
　

久
夫

管
清

工
業

㈱
中

国
営

業
所

 
所

長
  久

保
　

康
成

㈱
友

鉄
ラ

ン
ド

 
取

締
役

  神
本

　
勇

治
妹

尾
産

業
㈲

、
㈱

ヒ
ュ

ー
ム

、
中

国
特

殊
㈱

、
㈲

中
村

興
業

、
㈱

愛
亀

九
　

州
環

境
開

発
興

業
㈱

 
社

長
  笠

置
　

政
治

㈱
ナ

イ
ン

ス
テ

イ
ツ

 
社

長
  小

峯
　

一
修

管
清

工
業

㈱
九

州
営

業
所

 
所

長
  越

智
　

　
茂

支
部

名
事

務
局

お
よ

び
事

務
局

員
総

　
務

　
委

　
員

広
　

報
　

委
　

員
技

　
術

　
委

　
員

東
北

・
北

海
道

豊
興

産
㈱

 
専

務
  明

珍
　

伸
也

T
EL 018-828-4611　

FA
X

 018-828-3373
豊

興
産

㈱
 

明
珍

　
伸

也
㈱

伊
藤

組
 

及
川

　
義

久
豊

産
管

理
㈱

 
岡

田
　

幹
男

環
清

工
業

㈱
 

青
山

　
　

武

協
業

組
合

ケ
ン

ナ
ン

 
大

久
保

芳
昭

㈱
北

日
本

ウ
エ

ス
タ

ー
ン

商
事

 
佐

々
木

克
朗

関
　

東
管

清
工

業
㈱

 
課

長
  今

井
　

武
弘

T
EL 03-3709-7341　

FA
X

 03-3709-4920
管

清
工

業
㈱

 
今

井
　

武
弘

㈱
協

同
清

美
 

岩
崎

　
厚

志
隅

田
川

工
業

㈱
 

亀
島

　
邦

夫
㈱

メ
ー

シ
ッ

ク
 

栗
原

　
秀

夫
㈱

メ
ー

シ
ッ

ク
 

高
橋

　
繁

明

中
　

部
東

海
下

水
道

整
備

㈱
  

副
社

長
  松

本
　

正
彦

T
EL 053-426-0111　

FA
X

 053-426-0211
㈱

東
邦

工
務

店
 

早
瀬

　
良

次
㈱

サ
ン

デ
ッ

ク
 

五
月

女
久

勝
㈱

朝
日

管
清

興
業

 
松

岡
　

聖
文

山
城

土
木

㈱
 

花
谷

　
　

学
東

海
下

水
道

整
備

㈱
 

松
本

　
正

一
㈲

東
海

維
持

管
理

興
業

 
田

端
　

浩
之

関
　

西
㈱

ケ
ン

セ
イ

 
取

締
役

  石
塚

　
悟

史
管

清
工

業
㈱

 
主

任
  芝

田
　

利
恭

T
EL 06-6323-6781　

FA
X

 06-6320-3594

石
坂

建
設

㈱
 

石
坂

　
秀

幸
管

清
工

業
㈱

大
阪

支
店

 
南

辻
　

博
文

日
本

土
建

工
業

㈱
 

小
林

　
俊

幸
的

場
商

事
㈱

 
的

場
　

広
宣

㈱
ケ

ン
セ

イ
 

北
浦

　
慎

也
管

清
工

業
㈱

大
阪

支
店

 
武

内
　

靖
樹

中
国

・
四

国
㈱

環
境

開
発

公
社

 
部

長
  相

川
　

俊
治

T
EL 082-232-7106　

FA
X

 082-232-7616
丸

伸
企

業
㈱

 
金

島
　

聖
貴

㈱
友

鉄
ラ

ン
ド

 
木

原
　

真
司

㈱
友

鉄
ラ

ン
ド

 
木

原
　

真
司

丸
伸

企
業

㈱
 

金
島

　
聖

貴

㈱
環

境
開

発
公

社
 

三
浦

　
貴

博
中

国
特

殊
㈱

 
川

本
　

文
吾

丸
伸

企
業

㈱
 

舛
成

　
茂

義

九
　

州
環

境
開

発
興

業
㈱

 
課

長
  平

山
　

和
彦

T
EL 093-602-2500　

FA
X

 093-601-0633
林

宗
土

木
㈱

 
岡

　
　

　
泉

管
清

工
業

㈱
九

州
営

業
所

 
渕

上
　

真
吾

環
境

開
発

興
業

㈱
 

永
野

　
　

太
管

清
工

業
㈱

熊
本

事
業

所
 

美
濃

　
克

之
㈱

ナ
イ

ン
ス

テ
イ

ツ
 

佐
々

木
　

治

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
支
部
役
員
お
よ
び
各
委
員
会
委
員
　

任
期

：
平

成
24

年
６

月
〜

平
成

26
年

６
月

、
敬

称
略
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事
業

内
容

年
　

月
場

　
所

平
成

25年
４

５
６

７
８

９
10

11
12

平
成

26年
1

2
3

１
総

会
・

懇
親

会
第

19回
九

州
６

月
20日（

木
）

ハ
イ

ア
ッ

ト
・

リ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
福

岡

２
理

事
会

管
清

工
業

有
楽

町
会

議
室

４
月

23日（
火

）
本

部
事

務
局

６
月

20日（
木

）
ハ

イ
ア

ット・リ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
福

岡
○

○
本

部
事

務
局

会
議

室
３

総
務

委
員

会
委

員
長

に
一

任
７

月
12日（

金
）

管
清

工
業

有
楽

町
会

議
室

○
４

広
報

委
員

会
委

員
長

に
一

任
７

月
12日（

金
）

管
清

工
業

有
楽

町
会

議
室

○
５

技
術

委
員

会
委

員
長

に
一

任
６

月
６

日（
木

）
管

清
工

業
有

楽
町

会
議

室
○

６
各

支
部

総
会

東
北

・
北

海
道

支
部

５
月

10日（
金

）
秋

田
キ

ャ
ッ

ス
ル

ホ
テ

ル
関

東
支

部
４

月
18日（

木
）

ニ
ュ

ー
ウ

エ
ル

シ
テ

ィ
湯

河
原

中
部

支
部

４
月

４
日（

木
）

ル
ブ

ラ
王

山
関

西
支

部
４

月
16日（

火
）

メ
ル

パ
ル

ク
大

阪
中

国
・

四
国

支
部

５
月

16日（
木

）
岡

山
コ

ン
ベ

ン
ション

セ
ン

タ
ー

九
州

支
部

６
月

７
日（

金
）

佐
賀

県
古

湯
温

泉
お

ん
く

り

７
青

年
部

会
部

会
長

に
一

任
４

月
11日（

木
）

６
月

20日（
木

）
○

○
オリエンタルホテル広島

ハ
イ

ア
ット・リ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

福
岡

８
技

術
管

理
者

試
験

（
技

術
更

新
講

習
含

）

新
規

　
ア

ク
ア

イン
テ

ック
横

地
７

月
４

日
〜

５
日

更
新

　
東

北
北

海
道

開
催

６
月

28日（
金

）
伊

藤
組

更
新

　
関

東
開

催
７

月
19日（

金
）

東
京

八
重

洲
ホ

ー
ル

更
新

　
中

部
開

催
５

月
17日（

金
）

小
牧

市
勤

労
セ

ン
タ

ー
更

新
　

関
西

開
催

更
新

　
中

国
・

四
国

開
催

更
新

　
九

州
開

催
９

月
20日（

金
）

毎
日

西
部

会
館

９
統

括
監

理
者

試
験

（
統

括
更

新
講

習
含

）

東
北

・
北

海
道

支
部

６
月

28日（
金

）
伊

藤
組

関
東

支
部

７
月

19日（
金

）
東

京
八

重
洲

ホ
ー

ル
中

部
支

部
５

月
17日（

金
）

小
牧

市
勤

労
セ

ン
タ

ー
関

西
支

部
○

中
国

・
四

国
支

部
九

州
支

部
９

月
20日（

金
）

毎
日

西
部

会
館

10
施

工
研

修
会

東
北

･北
海

道
ブ

ロ
ッ

ク
６

月
27日（

木
）

伊
藤

組
関

東
ブ

ロ
ッ

ク
５

月
25日（

土
）

管
清

工
業

横
浜

技
術

セ
ン

タ
ー

中
部

ブ
ロ

ッ
ク

４
月

17日（
水

）
小

牧
市

勤
労

セ
ン

タ
ー

９
月

６
日（

金
）

小
牧

市
勤

労
セ

ン
タ

ー
関

西
ブ

ロ
ッ

ク
６

月
15日（

土
）

ケ
ン

セ
イ

北
大

阪
支

店
中

国
・

四
国

ブ
ロ

ッ
ク

九
州

ブ
ロ

ッ
ク

８
月

23日（
金

）
環

境
開

発
興

業
11

下
水

道
展

東
京

７
月

30日
〜

８
月

２
日

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

12
公

開
デ

モ
・

展
示

会
支

部
名

管
更

生
技

術
施

工
展

も
の

づ
く

り
NEXT

開
催

日
10月

４
日（

金
）

10月
30日

〜
11月

１
日

場
　

所
宮

城
県

総
合

運
動

公
園

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

13
施

工
実

績
回

収
･作

成
回

　
　

収
印

　
　

刷
配

　
　

布
14

ニ
ュ

－
ス

誌
２

回
／

年
発

刊
V

ol. 31号
Vol. 32号

平
成
25年

度
　
事
業
計
画
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オールライナーニュース第31号  平成25年７月25日発行　  （6）

　

日
頃
は
、
当
協
会
青
年
部
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

青
年
部
技
術
・
営
業
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
、
㈱
環
境
開
発
公
社
の
栗
本
貴
志
と

申
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
協
会
の
発
展
の
た
め
に
、
微
力
な

が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
部
定
時
総
会
を
広
島
で
開
催

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
青
年
部　

栗
本　

貴
志

（
㈱
環
境
開
発
公
社
）

青
年
部
活
動
報
告

広
島
で
青
年
部
総
会
を
開
催

　

さ
て
、平
成
25
年
度
も
始
ま
り
、オ
ー

ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
青
年
部
で
は
、
平
成

25
年
４
月
11
日
に
広
島
市
中
区
の
「
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
」
に
お
い
て

第
13
回
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
青
年
部

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご
来
賓

と
し
て
、
協
会
本
部
よ
り
小
林
友
則
会

長
お
よ
び
内
藤
正
治
技
術
委
員
長
、
ま

た
中
国
・
四
国
支
部
よ
り
奥
野
久
夫
支

部
長
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
総
会
の
冒
頭
で
は
、
松
本
正
一

青
年
部
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
小
林
会

長
に
も
、
昨
今
の
市
場
動
向
と
今
後
の

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
の
方
向
性
に
つ

い
て
の
お
話
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

（
写
真
l
１
、２
）。

　

議
事
で
は
、
松
本
青
年
部
部
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
以
下
の
議
案
が
上
程

さ
れ
て
、
全
員
異
議
な
く
す
べ
て
の
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

 

平
成
24
年
度
事
業
報
告

に
関
す
る
件

第
２
号
議
案　

 

平
成
24
年
度
収
支
決
算

報
告
お
よ
び
監
査
報
告

に
関
す
る
件

第
３
号
議
案　

 

平
成
25
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案　

 

平
成
25
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
関
す
る
件

第
５
号
議
案　

 

青
年
部
会
則
改
定（
案
）

に
関
す
る
件

　

⑴ 　
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
青
年
部

会
則　

第
２
条
（
事
務
所
）

　

⑵ 　
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
青
年
部

会
則　

第
９
条
（
役
員
）

　

⑶ 　
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
青
年
部

会
則　

第
10
条
（
役
員
の
職
務
）

　

⑷ 　
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
青
年
部

年
会
費
徴
収
規
定　

第
３
条

24
年
度
の
青
年
部
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
24
年
度
に
お
け
る
青
年
部
の
主

な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
次
に
挙
げ
る

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

①　

４
回
の
意
見
交
換
会
開
催

　

平
成
24
年
度
は
、
昨
年
同
様
各
支
部

で
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
か
た
ち
で
の

現
場
施
工
に
関
す
る
意
見
の
交
換
が
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た（
写
真
l
３
、４
）。

②�　
「
下
水
道
展
’12
神
戸
」
（
神
戸
国

際
展
示
場
）
の
支
援
活
動

　

平
成
24
年
の
下
水
道
展
は
、
７
月
24

日
～
27
日
ま
で
の
４
日
間
、
神
戸
市
中

央
区
の
神
戸
国
際
展
示
場
で
開
催
さ
れ

写真－１　総会冒頭に挨拶する松本部長

写真－２　来賓として挨拶に立つ小林会長

期間合計

自治体 91名

一般 450名

コンサル 69名

海外 32名

当協会計 642名

全体来場者数 77,452名

表　オールライナー協会ブース来場者数
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（7）　  平成25年７月25日発行 オールライナーニュース 第31号

ま
し
た
。猛
暑
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
協
会
ブ
ー
ス
に
は
、自
治
体
や
一
般
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
海
外
か
ら
の
来
場

者
を
含
め
、
累
計
６
４
２
名
の
来
場
が

あ
り
、
盛
況
裏
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
写
真
l
５
、
表
参
照
）。

③�　
協
会
本
部
・
各
支
部
の
支
援
活

動
と
し
て
、
中
部
地
区
施
工
研
修

会
、
穿
孔
研
修
会
の
応
援
（
写
真

l
６
）
と
「
も
の
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
２
０
１
２
」
（
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
）
の
接
客
応
援

　

平
成
24
年
４
月
と
８
月
に
開
催
さ
れ

た
、
中
部
支
部
施
工
研
修
会
・
穿
孔
研

修
会
へ
の
支
援
活
動
を
行
い
、
非
開
削

管
渠
更
生
工
法
に
つ
い
て
、
オ
ー
ル
ラ

イ
ナ
ー
工
法
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
工

法
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
ｉ
工
法
、
パ
ー

ト
ラ
イ
ナ
ー
工
法
、
パ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

Ｓ
工
法
、
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
工
法
、
ハ

ウ
ス
ラ
イ
ナ
ー
工
法
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
（
写
真
l
６
）。
穿
孔
研
修
会
に

お
い
て
は
、
机
上
講
習
に
つ
づ
き
実
技

講
習
を
行
い
、
機
械
に
初
め
て
触
れ
る

方
か
ら
熟
練
者
ま
で
が
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
の
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
技
術
レ
ベ

ル
の
平
準
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
「
も
の
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

２
０
１
２
」の
接
客
応
援
に
関
し
て
は
、

写真－３　九州地区での意見交換会写真－４　意見交換会（中部地区）

写真－５　「下水道展 ’12 神戸」写真－６　中部支部施工研修会のようす

写真－７　「ものづくりNEXT2012」での協会ブース写真－８　青年部会・意見交換会のようす
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技
術
情
報

１
．
は
じ
め
に

　

す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
オ
ー
ル

ラ
イ
ナ
ー
協
会
の
七
つ
の
工
法
は
、

（
公
財
）日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
（
以

下
、
「
下
水
道
機
構
」
と
す
る
）
の
建

設
技
術
審
査
証
明
を
受
け
て
い
る
。
現

在
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
更
生
工
事

で
、
建
設
技
術
審
査
証
明
を
取
得
し
て

い
る
こ
と
が
、
使
用
材
料
の
条
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
建
設
技
術
審
査
証
明
は
、
有
効

期
間
が
５
年
間
で
あ
り
、
５
年
ご
と
に

“
変
更
”
ま
た
は
“
更
新
”
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
“
変
更
”
と

は
申
請
し
て
い
る
工
法
に
技
術
的
な
変

更
が
あ
っ
た
場
合
の
こ
と
を
指
し
、

“
更
新
”
と
は
技
術
的
な
変
更
が
な
い

場
合
の
こ
と
を
指
す
。

初
出
展
な
が
ら
３
日
間
計
で
約
４
５
０

名
の
方
々
が
当
協
会
ブ
ー
ス
に
お
見
え

に
な
り
、
民
間
へ
の
管
更
生
Ｐ
Ｒ
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
l

７
）。

④　

勉
強
会
の
開
催

　

耐
震
検
査
装
置
見
学
お
よ
び
、
各
支

部
意
見
交
換
会
の
報
告
（
写
真
l
８
）

を
行
う
と
と
も
に
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー

Ｐ
工
法
（
仮
称
）（
写
真
l
９
）
に
つ

い
て
の
内
容
お
よ
び
開
発
の
プ
ロ
セ
ス

等
の
説
明
が
あ
り
、
次
年
度
以
降
へ
の

大
き
な
期
待
が
持
て
る
内
容
で
し
た
。

平
成
25
年
度
の
活
動
計
画

　

今
年
度
は
、
昨
年
ま
で
に
各
支
部
で

意
見
交
換
会
時
に
出
さ
れ
た
議
題
内
容

を
も
と
に
、
勉
強
会
を
開
催
し
、
現
場

の
技
術
、
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
く

計
画
で
す
。

　

議
題
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・ 
施
工
の
成
功
、
失
敗
例

・ 
他
工
法
を
含
め
最
新
の
更
生
技
術
、

情
報
等
の
共
有

新
入
会
員
の
募
集

　

私
た
ち
青
年
部
で
は
、
新
規
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
、
青
年
部

に
入
会
さ
れ
て
い
な
い
協
会
員
の
皆
様

は
、
ぜ
ひ
と
も
次
世
代
を
担
う
若
手
社

員
の
皆
様
を
青
年
部
へ
と
紹
介
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
協
会
内
で
の
青
年
部

の
位
置
づ
け
と
活
動
内
容
は
、
各
委
員

会
と
重
複
す
る
部
分
も
多
々
あ
り
、
青

年
部
の
活
動
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

今
年
度
よ
り
青
年
部
と
し
て
の
位
置
づ

け
は
各
支
部
と
同
位
置
と
な
り
、
青
年

部
部
長
は
理
事
会
に
も
出
席
し
、
青
年

部
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
、
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
よ
り
明
確
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

現
場
で
起
き
て
い
る
生
の
情
報
や
問

題
点
を
、
各
支
部
の
仲
間
と
共
有
し
、

私
た
ち
の
世
代
が
今
後
の
オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
工
法
・
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
を

盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
共
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
！

・ 

施
工
機
材
の
創

意
、
工
夫
等

・ 
施
工
時
間
の
短
縮

方
法
等

・ 

搬
入
材
料
の
評
価

方
法
（
確
認
留
意

点
）

・ 

現
場
の
環
境
対

策
、
安
全
対
策
等

・ 

穿
孔
機
な
ど
特
殊

技
術
の
情
報
等

・ 

各
種
制
度
、
営
業

活
動
に
お
け
る
支

部
ご
と
の
情
報
交

換
等

建
設
技
術
審
査
証
明
更
新
に
つ
い
て

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会 

技
術
委
員
長　

内
藤　

正
治

写真－９　オールライナーＰ工法の施工実演

写真－１　パートライナー工法審査証明書
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（9）　  平成25年７月25日発行 オールライナーニュース 第31号

２
．�

２
０
１
２
年
度
建
設
技
術
審
査
証

明
の
変
更
・
更
新
に
つ
い
て

　

２
０
１
２
年
度
は
、
「
オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
Ｚ
工
法
」
の
変
更
と
、
「
パ
ー
ト

ラ
イ
ナ
ー
工
法
」
の
更
新
を
行
っ
た
。

2.1　

パ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
工
法

　

パ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
工
法
は
、
更
新
申

請
な
の
で
技
術
的
な
変
更
は
な
い
。
た

だ
し
、
下
水
道
機
構
か
ら
の
指
示
に
よ

り
、
表
現
の
修
正
が
あ
る
。

　

写
真
l
１
に
パ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
工
法

の
審
査
証
明
書
を
示
す
。

2.2　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
工
法

　

写
真
l
２
に
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
工

法
の
審
査
証
明
書
を
示
す
。

　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
工
法
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
２
０
１
１
年
度
に
変
更

申
請
を
出
し
た
が
、
開
発
目
標
の
一

つ
が
ク
リ
ア
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

２
０
１
２
年
度
も
継
続
審
議
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

表
に
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
工
法
の
開

発
目
標
変
更
点
を
ま
と
め
た
。

⑴　

強
度
特
性
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
審
査
証
明
で
は
、

（
公
社
）日
本
下
水
道
協
会
の
『
管
き
ょ

更
生
工
法
に
お
け
る
設
計
・
施
工
管
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
』
（
以
下
、

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
」
と
す
る
）

準
拠
の
自
立
管
と
し
て
の
最
大
適
用
管

径
が
φ
７
０
０
㎜
だ
っ
た
も
の
を
φ

８
０
０
㎜
に
拡
大
し
た
。
要
求
さ
れ
る

性
能
と
し
て
は
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ 

Ｋ
―
２

（
下
水
道
用
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
複
合

管
）
に
よ
る
外
圧
試
験
に
お
い
て
、
同

等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

⑵�　
更
生
管
の
サ
ン
プ
ル
試
験
に
よ
る

強
度
等
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
竣
工
時
検
査
の
試
験
片

は
、
平
板
状
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
」
で
は
竣
工
時
試
験
片
は
更
生

管
管
体
か
ら
採
取
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
更
生
管
管
体
か
ら
採
取
し
た
試

験
片
は
、
平
板
状
試
験
に
比
べ
て
、
試

験
結
果
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
図
l
１
に
示
し
た
よ
う
に
試
験

片
の
断
面
形
状
の
違
い
に
よ
り
、
支
持

台
に
当
た
る
面
積
が
異
な
る
た
め
、
荷

重
作
用
状
況
が
異
な
る
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
管
体
試
験
片
の
試
験
結
果

は
、
平
板
状
試
験
片
の
80
～
90
％
と

な
っ
て
い
る
。

⑶　

既
設
管
へ
の
追
従
性
に
つ
い
て

　

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
」
に
お
い

写真－２　オールライナーＺ工法審査証明書

審査項目 開発目標・審査方法 目標達成の効果

⑴
強度特性

耐荷強度（外圧強さ）
φ800㎜：JSWAS K-2（２種）と
同等以上の外圧強さ

「管きょ更生工法における設計・施工管理ガイドライン
（案）」より、
自立管に対応する適用管径をφ700からφ800に拡大

⑵
更生管のサンプル試験
による強度等

更生管の強度特性は、次の試験値以上である
こと。
①短期曲げ強度90Ｎ／㎜2

②短期曲げ弾性係数5,400Ｎ／㎜2

③短期引張強度40Ｎ／㎜2

④短期引張弾性係数4,500Ｎ／㎜2

⑤短期圧縮強度72Ｎ／㎜2

⑥短期圧縮弾性係数4,000Ｎ／㎜2

　試験片を採取する対象が、「平板」と「管体」とで、試験結
果から得られる物性値に違いがある。
　管体採取による試験において、平板と同様の基準値にすると
余裕がなくなるため、管体における曲げ・引張・圧縮の強度特
性データを収集し、その結果から「管体」における保証値を新
たに設けた。モニタリング調査をする際は、この値を使用す
る。

⑶
既設管への追従性

　更生管は、地盤変位に伴う既設管への追従
性を有すること。
　更生後の既設管の接合部に1.5％の軸方向
変位と１°の屈曲角を与えた後、更生管内に
0.1MPaの内水圧を３分間作用させ、漏水がな
いことを立会試験により確認する。

「ガイドライン（案）」P.86
　「管軸方向の耐震性能確認のために行う実験の方法」に準拠
して試験を行い、これを達成できることにより、営業効果が期
待できる。
　本試験を満足することを仕様書に記載する自治体が増えてい
る。

表　オールライナーＺ工法開発目標変更点
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て
、
「
自
立
管
の
管
軸
方
向
の
照
査
を

耐
震
計
算
に
よ
り
求
め
る
事
が
困
難
な

場
合
に
は
、
耐
震
実
験
に
よ
り
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
実
験
方
法
に
つ
い
て
、
自
立

管
も
複
合
管
の
実
験
方
法
を
参
考
に
で

き
る
と
な
っ
て
お
り
、
複
合
管
の
実
験

方
法
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

◎　

�

管
軸
方
向
の
耐
震
性
能
確
認
の
た

め
に
行
う
実
験
の
方
法

　

① 　
表
面
部
材
等
の
継
手
部
の
照
査

は
、
永
久
ひ
ず
み
（
１
・
５
％
）

図－１　�平板（左）と管軸円弧状（右）試験片の曲げ試験時の荷重
作用状況

写真－３　試験機概容

図－２　試験機断面図

固定側 可動側
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に
よ
る
抜
出
し
量
に
対
し
て
、
嵌

合
等
が
外
れ
な
い
こ
と
、
水
密
性

を
保
つ
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

② 　
液
状
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
で
の

表
面
部
材
等
の
継
手
部
の
照
査

は
、
ス
パ
ン
長
30
ｍ
、
沈
下
量
30

㎝
を
想
定
し
た
変
形
に
対
し
、
嵌

合
等
が
外
れ
な
い
こ
と
、
水
密
性

を
保
つ
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

②
に
つ
い
て
、
ス
パ
ン
長
30
ｍ
と
い

う
の
は
更
生
工
事
を
行
う
下
水
管
路
の

平
均
的
な
ス
パ
ン
長
と
し
て
想
定
し
て

お
り
、
沈
下
量
30
㎝
の
変
形
と
は
、
屈

曲
角
に
す
る
と
１
・
０
度
と
な
る
。

　

写
真
l
３
お
よ
び
図
l
２
に
実
験
に

使
用
し
た
試
験
機
を
示
す
。

　

こ
の
試
験
機
を
用
い
た
下
水
道
機
構

立
会
の
実
験
を
２
０
１
２
年
９
月
20
～

同
21
日
に
か
け
て
行
っ
た
。

　

試
験
結
果
を
図
l
３
お
よ
び
写
真
l

４
に
示
す
。
図
l
３
よ
り
、
管
体
を

１
・
５
％
伸
ば
し
た
と
き
に
は
、
約

３
７
０
kN
（
37
ｔ
）
の
荷
重
が
管
体
に

作
用
し
て
い
た
も
の
の
、
管
体
に
破

断
や
ク
ラ
ッ
ク
等
の
異
常
は
確
認
さ
れ

ず
、
写
真
l
４
に
示
す
よ
う
に
そ
の
後

の
水
密
性
試
験
に
お
い
て
「
０
・
１

Ｍ
Pa
３
分
間
保
持
」
を
漏
水
も
な
く
ク

リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
試
験
結
果
よ
り
、
オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
Ｚ
工
法
の
既
設
管
へ
の
追
従
性
を

確
認
で
き
た
。

３
．�

２
０
１
３
年
度
建
設
技
術
審
査
証

明
の
更
新
に
つ
い
て

　

２
０
１
３
年
度
は
、
以
下
の
３
工
法

が
有
効
期
限
の
５
年
目
を
迎
え
る
。

　

こ
れ
ら
３
工
法
は
、
技
術
的
な
変
更

の
な
い
更
新
と
し
て
申
請
を
行
っ
た
。

来
年
の
３
月
に
は
、
新
し
い
審
査
証
明

書
が
交
付
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

①　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
工
法

②　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
ｉ
工
法

③　

サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
工
法

写真－４　�立会試験（水密性確認）軸方向変位 1.5％（30mm）、�
屈曲角 1.0°、内水圧 0.10MPa × 3.0 分保持漏水なし

400

350

300

250

220

150

100

50

0
0.00 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25 1.50
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図－３　立会試験結果（伸び－荷重曲線）
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オールライナーニュース第31号  平成25年７月25日発行　  （12）

　

福
島
県
会
津
地
方
に
は
「
会
津
の
三
泣

き
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

・ 　
会
津
に
来
た
時
は
そ
の
閉
鎖
的
な
人

間
関
係
に
泣
き

・ 　
馴
染
ん
で
く
る
と
人
情
の
深
さ
に
泣

き
・ 　
去
る
時
は
会
津
人
の
人
情
が
忘
れ
が

た
く
泣
く

　

最
初
の
「
泣
き
」
に
は
、
こ
の
地
に
馴

染
み
の
な
い
人
を
ひ
る
ま
せ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
溶
け
込
む
こ

　

暑
さ
厳
し
き
折
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健

康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
暑
熱
耐
え

が
た
き
こ
の
頃
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の

ほ
ど
、
元
気
に
夏
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

関
西
支
部
か
ら
は
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ

　

以
前
に
も
当
ニ
ュ
ー
ス
誌

で
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、

四
季
を
問
わ
ず
祝
い
事
で
ふ

る
ま
わ
れ
る
伝
統
料
理
で
す

（
写
真
l
１
）
。

●
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

　

ご
飯
の
上
に
千
切
り
キ
ャ

ベ
ツ
を
敷
き
、
秘
伝
の
ソ
ー

ス
に
浸
し
た
ト
ン
カ
ツ
を
の

せ
る
会
津
定
番
の
丼
で
す

（
写
真
l
２
）
。

　

会
津
で
は
、
お
店
で
カ
ツ

丼
と
言
え
ば
「
ソ
ー
ス
カ
ツ

丼
」
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
一
般
的
に
食
す
る

も
の
は
「
煮
込
み
カ
ツ
丼
」

支
部
だ
よ
り

会
津
の
食
文
化

東
北
・
北
海
道
支
部

関
西
、
夏
の
風
物
詩

関
西
支
部

写真－１　こづゆ

写真－３　大内宿の蕎麦

写真－２�　会津の“カツ丼”あれこれ（①ソースカツ丼、②煮込みソースカ
ツ丼、③卵をまわし入れたソースカツ丼）

① ②

③

　

「
大
内
宿
の
蕎
麦
」
は
、
長
ネ
ギ
が
丸

ご
と
一
本
器
に
乗
っ
て
い
る
「
ネ
ギ
蕎

麦
」
で
す
。
会
津
で
は
昔
、
結
婚
式
な
ど

の
祝
い
事
に
は
客
を
家
に
招
い
て
も
て
な

し
ま
し
た
。
蕎
麦
は
、
そ
の
宴
の
最
後
に

必
ず
出
さ
れ
る
お
も
て
な
し
料
理
な
の
で

す
。
「
ネ
ギ
を
箸
代
わ
り
に
し
て
蕎
麦
を

す
す
る
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら

の
風
習
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

を
感
じ
さ
せ
る
、
関
西
由
来
の
夏
の
飲
み

物
「
冷
や
し
あ
め
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

暑
気
払
い
、
猛
暑
対
策
に
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

「
冷
や
し
あ
め
」
は
、
湯
で
溶
い
た
麦

と
注
文
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ま
た
、
地
域
に
よ
り
ソ
ー
ス
カ
ツ
を
卵

で
と
じ
る
「
煮
込
み
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
」
、

ご
飯
の
上
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
敷
い
て
、
卵

を
と
じ
ず
に
カ
ツ
の
周
り
に
流
し
込
む

「
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
」
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
カ
ツ
丼
が
あ
る
た

め
、
ご
注
文
の
際
に
は
ご
注
意
を
！　

そ

の
地
域
に
は
そ
の
地
域
の
「
カ
ツ
丼
」
し

か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
!!

●
蕎
麦

　

こ
れ
も
ま
た
地
域
ご
と
に
薬
味
や
食
べ

と
で
温
か
い
人
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

盆
地
で
あ
る
会
津
は
寒
暖
差
の
大
き
な

土
地
で
あ
り
、
ま
た
良
質
の
天
然
水
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
作
ら

れ
る
会
津
米
（
こ
し
ひ
か
り
）
は
絶
品

で
す
。
米
と
言
え
ば
酒
！　

で
す
が
、
同

じ
環
境
で
醸
造
さ
れ
る
酒
も
ま
た
お
い
し

い
。

　

今
回
は
、
伝
統
の
行
事
食
と
生
活
の
知

恵
を
感
じ
さ
せ
る
、
会
津
地
方
の
食
事
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●
こ
づ
ゆ

方
が
異
な
り
、
ど
の
地
域
で
も
、
そ
れ
ぞ

れ
自
慢
の
蕎
麦
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
蕎
麦
の
季
節
に
は
各
地
で
“
そ
ば

祭
り
”
が
開
か
れ
ま
す
。
手
打
ち
体
験
や

試
食
会
な
ど
食
べ
歩
き
で
楽
し
む
の
も
一

興
で
す
。
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（13）　  平成25年７月25日発行 オールライナーニュース 第31号

　

「
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で
け
ん
か
し
て　

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で
な
か
な
お
り　

ひ
と

つ
の
こ
と
ば
で
頭
が
さ
が
り　

ひ
と
つ
の

言
葉
で
心
が
痛
む
」

水
郷
柳
川
の
お
堀
め
ぐ
り

九
州
支
部

新郎新婦はどんこ舟に揺られて披露宴会場へ お堀めぐり

柳川名物「うなぎのせいろ蒸し」

昔懐かしい什器による販売風景 某飲料メーカーの製品もあ
ります

キ
（
シ
ナ
モ
ン
）
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
麦
芽
水
飴
の
素
朴
な
優
し
い
甘
さ

と
生
姜
の
ピ
リ
リ
と
し
た
刺
激
が
、
暑
さ

に
や
ら
れ
た
身
体
に
適
度
な
清
涼
感
を
も

た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
含
有
成
分
に
は
興

奮
作
用
や
健
胃
作
用
が
あ
り
、
血
行
促

進
、
疲
労
回
復
等
の
夏
バ
テ
防
止
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
（
生
姜
の
辛
味
成
分
、
こ

れ
に
よ
る
味
わ
い
が
「
冷
や
し
あ
め
」
に

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
）
。

　

夏
バ
テ
、
夏
冷
え
に
も
効
果
的
な
「
冷

や
し
あ
め
」
、
ぜ
ひ
お
試
し
の
上
、
暑
い

夏
を
乗
り
切
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

以
上
、
関
西
支
部
よ
り
お
伝
え
し
ま
し

た
。

　

北
原
白
秋
の
詩
「
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
」

の
一
節
で
す
が
、
改
め
て
こ
と
ば
の
大
切

さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
北
原
白
秋
の
生
誕
地
と
し
て
も
知

な
船
頭
さ
ん
の
歌
と
愉
快
な
話
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
色
と
り
ど
り
の
花
や
情
緒
あ

ふ
れ
る
風
景
に
包
ま
れ
の
ん
び
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
せ
ば
、
日
頃
の
忙
し
さ
か
ら

開
放
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
人
気
の
理

由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
神
社
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
後
に
披
露

宴
会
場
へ
向
か
う
羽
織
袴
の
新
郎
と
白
無

垢
姿
の
新
婦
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
（
遭
遇
す
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
？
）
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
柳
川
の
名
物
郷
土
料
理

を
一
つ
。
う
な
ぎ
の
せ
い
ろ
蒸
し
で
す
。

芽
水
飴
（
ま
た
は
米
飴
）
に
生
姜
の
搾
り

汁
や
お
ろ
し
生
姜
を
加
え
た
飲
料
で
、
冷

や
し
た
状
態
で
飲
む
も
の
で
す
。
褐
色
半

透
明
（
琥
珀
色
）
で
、
香
り
付
け
に
ニ
ッ

　

タ
レ
を
絡
め
た
ご
飯
の
上
に
、
う
な
ぎ

の
蒲
焼
と
錦
糸
玉
子
を
の
せ
て
せ
い
ろ
で

蒸
し
た
も
の
で
、
柳
川
観
光
で
食
事
の
定

番
中
の
定
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
舗
の

店
も
数
多
く
あ
り
、
各
店
舗
秘
伝
の
焼
き

方
や
蒸
し
方
、
味
付
け
で
競
っ
て
い
ま

す
。

　

せ
い
ろ
蒸
し
弁
当
を
提
供
す
る
店
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
ん
こ
舟
で
お
堀
め
ぐ

り
を
し
な
が
ら
、
せ
い
ろ
蒸
し
で
一
杯

…
…
。

　

福
岡
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
足
を
伸

ば
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ら
れ
る
水
郷
・
柳

川
市
は
、
中
心
市

街
地
２
㎞
四
方
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た

延
長
60
㎞
に
も
及

ぶ
掘
割
と
共
生
す

る
世
界
有
数
の

“
水
路
の
町
”
で

す
。
も
と
も
と
は

旧
柳
川
藩
が
防
衛

と
治
水
・
利
水
の

た
め
に
整
備
し
た

も
の
で
、
こ
の
掘

割
を
“
ど
ん
こ

舟
”
で
ま
わ
る

「
お
堀
め
ぐ
り
」

は
、
福
岡
県
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
人
気

ラ
ン
キ
ン
グ
に
も

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

竿
さ
ば
き
鮮
や
か
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オールライナーニュース第31号  平成25年７月25日発行　  （14）

「
下
水
道
管
更
生
技
術
施
工
展

２
０
１
３
東
北
」
出
展
の
ご
案
内

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会
事
務
局

　

下
水
道
管
渠
の
修
繕
や
改
築
更
新
等

を
非
開
削
で
実
施
す
る
技
術
を
一
堂
に

集
め
て
実
演
展
示
す
る
「
下
水
道
管
更

生
技
術
施
工
展
２
０
１
３
東
北
」
（
主

催
・
（
公
社
）
日
本
下
水
道
管
路
管
理

業
協
会
、
同
東
北
支
部
）
が
、
10
月
４

日
（
金
）
に
仙
台
市
近
郊
の
グ
ラ
ン

デ
ィ
・
21
（
宮
城
県
総
合
運
動
公
園
）

内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
オ
ー
ル
ラ
イ

ナ
ー
協
会
も
昨
年
に
引
き
続
い
て
出
展

し
、
「
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
工
法
」
の
施

工
実
演
や
工
法
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

経
年
管
路
の
長
寿
命
化
や
耐
震
化
の

早
期
実
施
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
い

る
中
、
そ
れ
ら
施
工
を
非
開
削
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
実
施
す

る
管
更
生
工
法
に
は
、
自
治
体
等
か
ら

高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
非
開
削
で
の
施
工
ゆ
え
に
自
治

体
関
係
者
ら
に
と
っ
て
は
そ
の
具
体
的

な
よ
う
す
を
目
に
す
る
機
会
も
少
な

く
、
管
更
生
工
法
採
用
の
際
に
も
各
工

る
の
が
実
情
と
言
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
模
擬
管
を

使
い
地
上
部
で
施
工
実
演

す
る
こ
と
で
管
更
生
工
法

の
作
業
工
程
や
仕
上
が
り

具
合
な
ど
を
視
覚
化
す
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
下

水
道
事
業
体
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
、
発
注
側
の

関
係
者
ら
が
多
数
見
学
に

訪
れ
ま
す
。

　

オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
協
会

で
は
、開
催
地
で
あ
る
東

北
・
北
海
道
支
部
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
オ
ー
ル
ラ
イ
ナ
ー
Ｚ
工

法
」や「
パ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

工
法
」「
サ
イ
ド
ラ
イ

ナ
ー
工
法
」な
ど
の
デ
モ

施
工
を
実
施
し
ま
す
。

「
下
水
道
管
更
生
技
術
施
工
展

２
０
１
３
東
北
」

１
．
日
時　

 

平
成
25
年
10
月
４
日（
金
）

９
：
30
～
16
：
30

２
．
場
所　

 

宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
菅

谷
字
舘
40
―
１　

グ
ラ
ン

デ
ィ
・
21
（
宮
城
県
総
合

運
動
公
園
）
駐
車
場
Ａ

３
．
交
通

【 

Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
】
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
「
利

府
駅
」
下
車
→
宮
城
交
通
バ
ス
「
菅

谷
台
経
由
」
も
し
く
は
「
青
葉
台
経

由
」
の
バ
ス
で
約
10
分
、
「
菅
谷
台

４
丁
目
」
バ
ス
停
下
車

【 

車
利
用
】
仙
台
北
部
道
路
「
利
府
し

ら
か
し
台
Ｉ
Ｃ
」
よ
り
約
３
分
、
三

陸
自
動
車
道
「
利
府
中
Ｉ
Ｃ
」
も
し

く
は
「
利
府
・
塩
竃
Ｉ
Ｃ
」
よ
り
約

10
分
、
東
北
自
動
車
道
「
大
和
Ｉ

Ｃ
」
も
し
く
は
「
泉
Ｉ
Ｃ
」
よ
り
約

30
分
、
国
道
４
号
山
崎
交
差
点
（
免

許
セ
ン
タ
ー
入
り
口
）
よ
り
約
15
分

法
の
施
工
方
法
や
適
用
範
囲
な
ど
工
法

に
よ
る
違
い
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
に
い
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（15）　  平成25年７月25日発行 オールライナーニュース 第31号

会員名簿
［　］は出先機関／五十音順（各支部毎） 平成25年７月15日現在

扶 桑 建 設 ㈱
［ 松 浦 商 事 ㈱ ］
丸 新 土 木 ㈱
㈱ 三 木 田 興 業
㈱ 水 村 建 設
㈱ メ ー シ ッ ク
㈱ ヤ マ ソ ウ

中部支部（71）

㈱ ア ー ス ワ ー ク
㈱ 朝 日 管 清 興 業
東 建 設 ㈱
㈱ 新 井 組
ア ラ イ 建 設 工 業
市 川 土 木 ㈱
㈱ 尾 張 ク リ ー ン パ イ プ
角 地 建 設 ㈱
勝 間 田 建 設 ㈱
加 藤 建 設 ㈱
㈱ 加 藤 建 設
金 沢 市 清 掃 ㈱
㈱ 川 口 組

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
北 川 建 設 ㈱
共 栄 建 設 ㈱
神 稲 建 設 ㈱
㈱ ク リ オ
㈲ 肥 田 建 設
㈱ 古 賀 ク リ ー ナ ー
五 光 建 設 ㈱
五 曠 建 設 ㈱
小 林 建 設 ㈱
金 剛 建 設 ㈱
㈱ 斉 藤 組
サ ン デ ッ ク ㈱
シ ヴ ィ ル 建 設 ㈱
㈱ 篠 川 組
清 水 口 建 設 ㈱
西 遠 建 設 ㈱
大 幸 住 宅 ㈱
大 伸 建 設 ㈱
大 和 建 設 ㈱
高 道 建 設 ㈱
㈱ タ ケ コ シ
㈱ 田 中 商 会
中 採 工 事 ㈱
中 南 勢 清 掃 ㈲
中 日 コ プ ロ ㈱
ト ー エ イ ㈱
㈲ 東 海 維 持 管 理 興 業
東 海 管 清 興 業 ㈱
㈱ 東 海 下 水 道 サ ー ビ ス
東 海 下 水 道 整 備 ㈱
東 海 興 業 ㈱
東 城 建 設 ㈱
㈱ 東 邦 工 務 店
富 山 土 木 ㈱
豊 立 工 業 ㈱
㈱ ナ カ ケ ン
中 村 建 設 ㈱
㈱ 中 村 土 木 建 設

㈱ 成 田 組
［日本ハイウエイ・サービス㈱］
㈱ 二 友 組
㈱ ハ シ モ ト
㈱ 林 土 木
日 立 メ ン テ ナ ン ス ㈱
平 井 工 業 ㈱
㈱ 平 井 組
富 士 建 設 ㈱
藤 本 建 設 ㈱
㈱ 芙 蓉 施 設 セ ン タ ー
㈱ 松 本 組
丸 善 建 設 ㈱
㈲ ミ エ コ ロ ジ ー
㈱ 南 山 建 設
㈱ ミ ヤ マ サ 建 設
山 城 土 木 ㈱
吉 川 建 設 ㈱
㈱ 渡 辺 商 事

関西支部（25）

新 井 建 設 ㈱
石 坂 建 設 ㈱
㈱ 交 野 興 業

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
京 環 メ ン テ ナ ン ス ㈱
京 阪 神 道 路 サ ー ビ ス ㈱
㈱ ケ ン セ イ
最 上 建 設 ㈱
㈱ 末 廣 興 業
㈱ Ｎ Ｅ Ｏ Ｄ Ａ Ｉ Ｓ Ｅ Ｉ
大 東 衛 生 ㈱
大 明 道 路 管 理 ㈱
武 田 興 業 ㈱
㈱ 司 興 業
㈱ 永 川 組 建 設
㈱ 西 山 組
日 本 土 建 工 業 ㈱

［日本ハイウエイ・サービス㈱］
㈱ 平 野 組
㈱ 平 成 建 機
益 田 工 業 ㈲
的 場 商 事 ㈱
㈱ 山 本 工 業
㈱ 友 興 組
吉 野 建 設 ㈱

中国 ･四国支部（22）

㈱ 愛 亀
青 木 工 業 運 輸 ㈱
㈱ 綾 野 工 務 店
㈲ イ ワ タ ニ 工 業
㈱ 開 敷
㈱ 環 境 開 発 公 社
関 西 防 水 工 業 ㈱

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
㈲ サ ン ク リ ー ン
㈲ 三 備 建 設
妹 尾 産 業 ㈲
中 国 特 殊 ㈱
㈱ 友 鉄 ラ ン ド

㈲ 中 村 興 業
藤 田 興 業 ㈱
㈱フマイクリーンサービス
㈲ マ ツ ジ ョ ウ
丸 伸 企 業 ㈱
㈱ 三 次 衛 生 工 業 社
㈱ ミ テ ッ ク
㈱ 蓬 莱 組
㈱ ヤ ク シ

九州支部（36）

飯 盛 運 輸 ㈱
㈱ 椛 組
環 境 開 発 興 業 ㈱
㈲ 環 境 整 備 セ ン タ ー
㈱ 環 境 未 来 恒 産

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
㈱ 北 九 州 環 境 美 化
㈲ 九 興 建 設 工 業
㈱ 九 州 事 業 セ ン タ ー
協 和 機 電 工 業 ㈱
㈲ 広 陽
後 藤 建 設 ㈱
小 西 建 設 工 業 ㈱
西 部 建 設 工 業 ㈱
山 興 建 設 ㈲
㈲ 浄 水 管 理
㈲ 眞 弘 建 設
杉 本 組
㈱ 武 末 建 設 工 業
㈲ 天 山 環 境 開 発 工 業
㈱ 冨 倉
㈱ ナ イ ン ス テ イ ツ
㈱ 中 島 工 務 店
㈱ 日 建 総 合 建 設
野 方 菱 光 ㈱
林 宗 土 木 ㈱
㈱ 福 重 産 業
㈱ フ ジ エ ア テ ッ ク
㈱ ホ ク エ イ
㈲ 細 川 工 業
前 田 興 業 ㈱
㈱ 丸 十 環 境
丸 新 機 工 ㈲
三 浦 国 土 建 設 ㈱
三 笠 特 殊 工 業 ㈱
㈲ 友 興

賛助会員

㈱ カ ン ツ ー ル
㈱ ス ワ レ ン ト
㈱ 南 陽

特別賛助会員

北 野 建 設 ㈱
日 之 出 水 道 機 器 ㈱
T S U C H I Y A ㈱

特別会員

ア ク ア イ ン テ ッ ク ㈱

東北・北海道支部（18）

㈱ 伊 藤 組
㈱ 伊 藤 鉱 業
㈱ 英 明 工 務 店
㈱ 亀 田 清 掃

［ 管 清 工 業 ㈱ ］
環 清 工 業 ㈱
㈱北日本ウエスターン商事
協業組合アクアテック栗原
協 業 組 合 ケ ン ナ ン
㈱ 東 部 清 掃
仲 野 衛 生 管 工 ㈱
㈱ 西 田 組

［日本ハイウエイ・サービス㈱］
早 川 建 設 工 業 ㈱
㈲ 東 日 本 環 境 保 全 工 業
豊 産 管 理 ㈱
松 浦 商 事 ㈱
豊 興 産 ㈱

関東支部（46）

ア イ レ ッ ク 技 建 ㈱
青 木 清 掃 ㈱
浅 井 建 設 ㈱
㈱ 池 田 建 設
㈱ 稲 元 興 業
上 国 興 業 ㈱
宇 都 宮 文 化 セ ン タ ー ㈱
大 蔵 工 業 ㈱
㈱ オ ー ケ ー サ ー ビ ス
㈱ 回 王 建 興

［ ㈱ 加 藤 建 設 ］
川 上 建 設 ㈱
管 清 工 業 ㈱
㈱ 関 東 特 殊 防 水
㈱協栄エンタープライズ
共 榮 建 設 ㈱
㈱ 協 同 清 美
㈱ 京 浜 植 物 園
㈱ 現 代 建 設
㈱ コ イ デ
国 土 開 発 工 業 ㈱
㈱ 小 島 組
小 柳 産 業 ㈱
相 模 開 発 ㈱
三 喜 技 研 工 業 ㈱
山 光 建 設 ㈱
三 立 建 設 ㈱
㈱ 杉 山 土 建
隅 田 川 工 業 ㈱
㈱ 伊 達 建 設
㈲ 調 布 清 掃
動 栄 工 業 ㈱
㈱ 東 京 三 田 組
中 泉 商 事 ㈱
㈱ 成 瀬 建 設
新 潟 特 殊 企 業 ㈱
日 本 施 工 管 理 ㈱
日本ハイウエイ・サービス㈱ 
平 山 建 設 ㈱
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世界の最先端技術による管渠更生・補修システム 
オールライナー工法（全面更生） 
オールライナーＺ工法（高強度全面更生） 

パートライナー工法（部分補修） 
パートライナーＳ工法（取付管口補修） 

サイドライナー工法（取付管更生） 

オールライナーi 工法（全面更生） 
   ロングスパン・曲がりに対応 

ハウスライナー工法 （取付管本管接合部更生）
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